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南伊賀地域は、 青山越のルート (初瀬街道)と 伊賀盆地北部へと 向かう ルート と が分岐する 交通の要

衝と 言える 。 当地には、 三重県有数の古墳群である 美旗古墳群や、 多数の副葬品で知ら れる 石山古墳

が所在する 。 し かし 、 石山古墳を除いた首長 級の古墳の多く は主体部が未発掘であり 、 それら の被葬

者像についても 不明確な点が多い。  

そこ で、 本研究では(1)デジタ ル技術を活用し た地形の分析と (2)周辺地域と の交通の関わり に主眼

を置き 、 伊勢平野などの周辺地域を含む体制の中での南伊賀地域の首長 像をよ り 鮮明なも のと する こ

と を目指す。  

本章では、 美旗古墳群の立地や各古墳の関係性について地理的なアプロ ーチから 考察を行う 。 美旗

古墳群は、現在の三重県名張市と 三重県伊賀市の境界にあたる 地域に位置し 、美旗盆地内に所在する 。

中でも 当該古墳群は、 盆地北東部のいわば台地のよ う な様相を呈する 微高地上にある と 言える 1)。  

美旗台地周辺の土地利用に関し ては、 以前から 研究がなさ れてき た。 現在では水田が営ま れている

美旗台地上である が、 も と も と は台地と いう 性格から 水源が乏し く 、 耕作不能地であったこ と が知ら

れている 。『 日本書紀』 持統 3 年 8 月丙申には、「 伊賀国伊賀郡身野二萬頃」 を禁猟区と し たと いう 記

述があり 、 飛鳥時代においても 耕作地ではなかった。 美旗台地の開墾は、 新田水路が整備さ れる 江戸

時代中期を待たなく てはなら ず、 開墾が難工事であったこ と も 明ら かと なっている (村治 1962)。 さ

ら に、 開墾が進むと と も に初瀬街道上の宿場町である 新田宿が成立し た。 こ のよ う に古く から 耕作不

能地であった美旗台地である が、 美旗古墳群を築いた勢力は、 狭小ながら も 弥生時代から 稲作が行わ

れていた比土小盆地に所在し たと 考えら れている 。 そし て、 比土小盆地の勢力によ る 美旗台地への古

墳造営は、 耕作が可能な比土小盆地に古墳を造営する こ と で耕作地が減少する こ と を防ぐ 意図のも と

で行われたと する 説も ある (森ほか 1973)。  

ま た、 地形についての考察する 上では、 現在の地形が後世の改変をどの程度受けたも のである かに

留意し なければなら ない。 当地における 大き な地形の改変は、 前述の江戸期における 治水工事や、 昭



 

和初期の参宮急行電鉄 (現近鉄)によ る 鉄道敷設が挙げら れる 。 また、 1961 年の豪雨によ る 地滑り が

起き た際には、 近鉄大阪線の復旧のため、 殿塚古墳の陪塚である わき 塚古墳と その周辺部が削平さ れ

た(森ほか 1973)。 他に、 馬塚古墳の陪塚である 玉塚古墳をはじ めと する 陪塚は現存し ないも のも 多

い。 それでも 、 大半の地形は、 大き な改変を受けていないと 言って差し 支えない。  

こ こ から は、 美旗古墳群の各古墳の位置関係に目を向ける 。 他の構成墳と 立地や時期、 墳形が異な

る 赤井塚古墳を除き 、 美旗古墳群の主要墳は美旗台地上に所在する 。 それら は美旗台地を南西から 北

東へ貫く 交通路の周辺に築造さ れ、 おおむね北東から 南西にかけて新し い古墳が築造さ れた。 台地上

に同系譜の前方後円墳が整然と 並んでいる こ と は、 当該古墳群が同一の系譜によ って連綿と 営ま れた

こ と を特徴づける 要素である と 言える 。  

今回は、 周辺地形を含めた考察を行う 上で実地踏査に加え、 高低差を反映し た 3D 地図や断面図を

使用し た。 下図は、 同一直線上に所在する 殿塚古墳と 女良塚古墳、 馬塚古墳をつなぐ 直線における 断

面図である 2)3)。 こ れら をも と に各古墳の立地と その特徴について詳述する 。  

 
図 1 殿塚古墳と 女良塚古墳、 馬塚古墳をつなぐ 直線における 断面図 

 

殿塚古墳は、 美旗古墳群中で最北に位置する 古墳群中で最古の古墳である 。 当古墳が位置する の

は台地の先端部から 突き 出た小高い丘陵上である 。 後円部上には三角点が位置し 、 標高 224.8m と

周辺地域において最も 標高の高い地点の 1 つと 言える 。 陪塚である わき 塚古墳の発掘調査の際に

は、 殿塚古墳の墳丘のう ち約 2m が地山である こ と が確認さ れた(森ほか 1973)。  



 

 比土小盆地の勢力が古墳を築く にあたり 、 比土小盆地を取り 囲む斜面に古墳を築く こ と が可能で

ある よ う に思われる が、 北伊賀へ向かう ルート と 青山越のルート の両方を把握でき る よ う な場所

は、 比土小盆地の南部に限ら れる 。 し かし 、 比土小盆地は狭小である ため、 殿塚古墳のよ う な 90m

級の古墳を築く こ と が可能な面積的余裕はない。 さ ら に、 前述の通り 、 殿塚古墳の所在する 美旗台

地の先端部は台地から 突き 出た丘陵で、 中央を走る 交通路が丘陵を二分する よ う に存在する ため、

比土小盆地と 同様に丘陵の斜面にも 90m 級の古墳を築く よ う な土地はない。そのため、殿塚古墳が

現在の位置に築かれたこ と は必然的であったと 言える 。 尚、 比土小盆地の勢力と 美旗古墳群の関係

や、 交通路に関し ては、 次章において考察を加える こ と と する 。  

 女良塚古墳は、 殿塚古墳の南西に位置する 帆立貝式古墳である 。 殿塚古墳が台地から 突き 出た丘

陵上に所在する のに対し 、 当古墳は美旗台地本体の先端に位置する 。 尚、 先端ではある も のの、 地

面の傾斜は緩やかである 。 さ ら に、 当古墳も 殿塚古墳と 同様に美旗台地上を通る 交通路の側方に築

造さ れた。  

 女良塚古墳の西、 約 400m に位置する 毘沙門塚古墳は、 交通路から は離れる も のの、 女良塚古墳

と 同様に台地の端の比較的平坦な場所に位置する 。  

 美旗古墳群中で最大の規模を 誇る 馬塚古

墳は、 それま での系譜と は異なり 、 美旗台地

の南部に位置する 。陪塚である 玉塚古墳が台

地の南端に位置する ため、陪塚を含めた馬塚

古墳の墓域が台地の南端に所在する と 言え

る 。 そし て、 墓域の西側には交通路が通って

おり 、他の古墳と 同様に交通路への意識があ

ったと 考えら れる 。  

 ま た、馬塚古墳の標高(225.4m )は、殿塚古

墳の後円部における 標高(224.8m) と おおむ

ね一致し ており 、美旗台地周辺で傑出し た高

さ を誇る 。そのため、墳頂から の眺望も よ く 、

美旗台地上の古墳と 南西(名張)方面を広く 見渡すこ と が出来る 。 言い換えれば、 名張方面から 東へ

向かう 際に、 ま ず目に入る のが馬塚古墳である 。 そのため、 比土小盆地周辺にと どま ら ない広い範

囲にその威容を示し たこ と と 思われる 。  

 

 以上のよ う に、 美旗古墳群を構成する 各古墳は、 台地の端にあたる 比較的傾斜の少ない位置に築か

れたと いう 共通点を持つ。 一般に、 盆地内においては平坦な地形が希少であり 、 丘陵の斜面に古墳が

築かれる こ と も 多い。 し かし 、 美旗古墳群は、 美旗台地と いう 傾斜がほと んど ない広大な耕作不能地

に築かれたため、 盆地内にあり ながら 、 平坦な地形上に所在する と 考えら れる 。 ま た、 陪塚を含めた

墓域は、 台地の北端と 南端に集中する ため、 台地の中央部は空白地帯と なる 。 こ れは、 比較的平坦で

ある 台地中央部に比べ、 台地の端には古墳を築く のに適し た原地形があったこ と を物語っている のか

も し れない。  

 

写真 1 馬塚古墳から の眺望 



 

 奈良盆地から 東国へ向かう ルート については、以前から 様々な検討がなさ れてき た。高橋克壽氏は、

三重県の北部と 南部で埴輪の様相が異なる こ と を、 奈良盆地の北部勢力と 南部勢力と の「 東方地域と

の結びつき 方の差」 (高橋 1994,p.37)と 表現し 、 4 世紀における 以下の 2 つのルート を提示し た。  

①奈良盆地北部から 北伊賀を通り 、 加太越を経て美濃に至る ルート 。  

②奈良盆地南部から 榛原や美杉を通り 、 伊勢へ出る (後の伊勢本街道)。  

さ ら に、 伊良湖水道を通る 海上交通を利用し て渥美半島に至る ルート 。  

埴輪の編年に基づく 氏の見解が達観であったこ と は疑いないが、 その後に発掘調査さ れた宝塚 1 号

墳において鰭付円筒埴輪が出土する など、 新たな発掘の成果によ って伊勢平野の支配体制への理解が

変化し た。 具体的に述べる と 、 ①にあたる 高橋氏の示し た美濃へのルート が伊勢平野を南下し 、 5 世

紀初頭ま でに宝塚 1 号墳の位置する 飯高地域へと 及んだと 想定さ れている 。 尚、 伊勢平野を南下する

ルート 上には、 宝塚 1 号墳と 築造時期や規模が類似する 池ノ 谷古墳が所在する 。 さ ら に、 穂積裕昌氏

によ って現在の伊勢市域に古墳時代の有力な港湾を示す遺跡がないこ と と 、 伊勢平野と 三河を結ぶ海

上交通の出発点が現在の松阪市に所在する 的潟津であったこ と が明ら かにさ れた(穂積 2023)。  

ま た、 伊勢・ 伊賀地域における 前方後円墳設計の源流を「 和邇地域を介し たリ レ ー的な移動」 (柴原 

2022， p.17)と 表現し た柴原聡一郎氏は、 設計の伝播経路を現在の国道 25 号線に相当する ルート 4)と

考察し ており 、 氏が提示し た交通路が埴輪に基づく 古墳文化の流通経路を裏付けている と 言える 。  

つま り 、 高橋氏の②のルート によ って南伊勢の勢力が把握さ れたのちに、 伊勢平野を南下し た①の

ルート の延長 によ って南伊勢の勢力が再構成さ れたと 考えら れている 。  

 

図 2 4 世紀後半以前における 東国への交通路 

 

こ れま で比較的広い範囲での変動について確認し たが、 こ こ で南伊勢の再構成について詳述する 。  

ま ず、 4 世紀後半以前の嬉野地域においては、 前方後方墳の系譜が数代にわたって続いており 、 そ



 

れら の墳丘上には伊勢型二重口縁壺が配置さ れている 場合が多い。 一方、 同時期の飯高地域において

は、 円墳が多く 見ら れ、 その多く が円筒埴輪を伴う 。 飯高地域の勢力について穂積裕昌氏は「 ヤマト

王権勢力と のよ り 強い関係性」 (穂積 2023， p.69)を指摘し ている 。 こ のよ う に、 宝塚 1 号墳が出現す

る 画期以前においては、 墳形と 樹立さ れた埴輪の両面から 、 嬉野地域と 飯高地域に異なる 葬送の形式

を有する 勢力が所在し たと 考えら れている 。  

 し かし 、 4 世紀末から 5 世紀初頭には、 飯高地域における 宝塚 1 号墳の出現と 軌を一にし て、 嬉野

地域に見ら れた前方後方墳の系譜が錆山古墳を最後に途絶えた。 代わり に当地においても 前方後円墳

が営ま れる よ う になったため、 当地の在地勢力の様相が変化し たと 言える 。 ま た、 宝塚 1 号墳の墳丘

には、 嬉野地域が起源と いわれる 伊勢型二重口縁壺が樹立さ れており 、 畿内由来の要素と 嬉野地域を

起源と する 在地性の強い要素の並立が認めら れる と 指摘さ れている 。 こ のよ う に、 嬉野地域の要素を

受け継ぎつつ、 飯高地域に築造さ れたこ と を踏ま えれば、 宝塚 1 号墳の被葬者が嬉野地域と 飯高地域

の両地域を基盤と し たこ と が窺える 。  

 宝塚 1 号墳に先行する よ う な時期には、阿漕浦沿岸部に宝塚 1 号墳に次ぐ 規模を誇る 池ノ 谷古墳が

築造さ れた。 当古墳は、 首長 級の前方後円墳を営んでこ なかった阿漕浦沿岸部に突如築かれたため、

画期をも たら し たと 評価でき る 。 こ のよ う に、 前後する 時期においてそれぞれの地域に画期をも たら

し た点で宝塚 1 号墳と 池ノ 谷古墳は類似性を持つと 言える 。  

加えて、 他に両者を結びつける 要素が確認でき る 。 それは、 海上交通と の強い関係性である 。 宝塚

1 号墳から 荘厳な船形埴輪が出土し ている こ と は言う ま でも ないが、 宝塚 1 号墳は的潟津、 池ノ 谷古

墳は安濃津と いう 「 潟港」 をそれぞれ付近に持つ古墳である 。 穂積氏が明ら かにし たよ う に両港は、

伊勢湾西岸域における 海上交通の中で重要な位置を占めた潟港である (穂積 2003)。 なお、「 潟港」 と

は、森浩一氏によ る 仮称であり 、潟を利用し た港を指す(森 1995)。両古墳は重要な潟港と の深い関係

性にも 共通点を見出すこ と が出来る 。  

 続いて、 こ れら の時期における 伊賀の勢力の動向を確認する 。 加太越を経た美濃へのルート で古墳

文化が伝播し た 4 世紀代において、 北伊賀では寺垣内古墳と 荒木車塚古墳が築造さ れ、 南伊賀では石

山古墳が築造さ れた。 伊賀盆地を北上する 上での中間地点における 石山古墳の出現は、 それま で傑出

し た古墳を築いて来なかった当該地域が新たな様相を呈し たと 評価でき る 。 尚、 石山古墳では、 鰭付

円筒埴輪が出土し ている 。 その後、 4 世紀末から 5 世紀初頭には、 北伊賀に三重県最大規模を誇る 御

墓山古墳、 南伊賀に美旗古墳群の嚆矢を飾る 殿塚古墳がそれぞれ出現し た。  

前述の通り 、 東国へと 向かう 交通路の中で、 以前から 加太越のルート が注目さ れてき た。 し かし 、

細川修平氏が、 美旗古墳群に表出さ れた政治組織によ る 交通路の集約を指摘し たよ う に(細川 2018)、

私は青山越(後の初瀬街道)についてその重要性を再評価すべき である と 考える 。  

 ま ずは青山越の経路について考察する 。 江戸時代に本格整備さ れた初瀬街道は、 美旗台地上で東へ

と 折れ曲がり 、 阿保小盆地へと 向かっている 。 つま り 、 後世における 青山越(初瀬街道)は、 美旗台地

上において伊賀盆地を北上する 加太越のルート と 分岐し たと 言える 。 同様に古代以前においても 「 美

旗古墳群周辺から 比土へ入り 、 その地で二手に分かれたも のと 思われる 」 (穂積編 1992)と の指摘が

なさ れている 。  

一方で、 同報告書においては、 比土小盆地の南部(こ こ では、 現在の近鉄大阪線・ 伊賀神戸駅や伊賀

鉄道・ 比土駅の周辺を指す)から 阿保小盆地に抜ける ために城之越遺跡の南側谷筋を抜ける 道が注目

さ れている (穂積編 1992)。こ のよ う に、古代以前における 青山越と 後世における 青山越(初瀬街道)が

異なる 経路をと った可能性が考えら れる 。  



 

比土小盆地の南部を経由する ルート と 後世の青山越(初瀬街道)に見ら れる ルート のどちら が古墳時

代の交通路と し て使用さ れたかについて現時点で確信を持って述べる こ と は難し い。 し かし 、 伊勢神

宮に仕えた斎王である 大来皇女が斎宮よ り 飛鳥へ帰る 際に阿保の地において 1 泊し ている こ と や、 近

世において本居宣長 が吉野へ向かう 際に旧青山町の「 伊勢路」 と いう 宿場町で 1 泊し ている こ と (山

本 2010)  がこ の問題を考える う えで示唆的である 。 街道の整備が進んだ近世においても 青山峠の通

行に 1 日を要し ていたこ と を鑑みる と 、 古墳時代においても 難所である 青山越の前後で伊賀に宿泊す

る 必要があったと 言える 。 そし て、 古墳時代においてそのよ う な役割を果たす拠点的な集落は、 比土

小盆地を根源地と し て美旗古墳群を営んだ勢力であったと 考える のが自然である 。 こ のよ う に古墳時

代において比土小盆地南部を経由する ルート が使用さ れた可能性は大いにある と 言える 。  

ま た、 比土小盆地南部において交通路が分岐し ていたと 仮定する と 、 奈良盆地側から 東へ向かう 際

に殿塚古墳の真横を通り 比土小盆地に入ったと 言える 。 ただし 、 現在、 殿塚古墳の真横を通って比土

へと 向かう 経路は原野に還っており 、 通行が困難な状況である 。 その代わり と し て女良塚古墳の東か

ら 尾根伝いに比土へと 降り る 主要地方道上野名張線が利用さ れている も のの、 大回り で比較的急峻な

尾根伝いの経路が古代以前から 利用さ れてき たと は考えにく い。 そのため、 古墳時代における 青山越

は、 殿塚古墳の南東を通る ルート が利用さ れたと 考えら れる 。 すなわち、 殿塚古墳は東国へと 向かう

重要な交通路がその側方を通る こ と を前提と し て造営さ れた蓋然性が高い。 そし て、 青山越が美旗古

墳群の勢力のも と で利用さ れたこ と を踏ま える と 、 青山越の本格的な利用は、 殿塚古墳が築かれた 4

世紀後半に開始さ れたと 推定でき る 。  

 

 

 

 

 

図 3 殿塚古墳周辺 図 4 比土と 比土小盆地 



 

 

①殿塚古墳 ②女良塚古墳 ③毘沙門塚古墳 ④馬塚古墳 ⑤貴人塚古墳 ⑥近代古墳 

⑦北川遺跡 ⑧奥城寺遺跡 ⑨稲田遺跡 ⑩城之越遺跡 ⑪比土遺跡 ⑫高瀬遺跡 

図 5 比土小盆地周辺遺跡 

 

加えて、 南伊賀においては、 交通路と の関係性が想起さ れる 滑石製品の出土が認めら れる 。 石山古

墳では、 鍬形石、 車輪石、 石釧をはじ めと する 多量の碧玉製品、 農工具形などの滑石製品が出土し た 

(小野山編 1993)。 さ ら に、 比土に所在する 高瀬遺跡から は、 滑石製の紡輪と 勾玉が出土し ている 。 美

旗古墳群を構成する 各古墳については、 主体部が未発掘であり 、 副葬品を確認する 術がないも のの、

殿塚古墳の陪塚である わき 塚 1 号墳から 滑石製双孔円板と 滑石製臼玉が出土し ており 、 殿塚古墳にお

いても 滑石製品が副葬さ れたこ と が想像さ れる 。 製品の分布については、 未発見のも のがある こ と を

考慮し て慎重に扱わなければなら ないが、 南伊賀の勢力が多く の滑石製品を保有し ていたこ と は確か

な事実である 。想像をたく ま し く すれば、美旗

古墳群を営んだ多量の威信財を 持つ強力な勢

力によ る 青山越への干渉が弱かっ たと は考え

づら く 、古墳時代における 青山越のルート が比

土小盆地を 通っ たこ と を 裏付ける 要素と も 考

えら れる かも し れない。  

こ のよ う に、美旗古墳群の勢力のも と で加太

越のルート と 分岐し 、東へと 向かう 青山越であ

る が、その伊勢平野側の出口にあたる のが嬉野

地域である 。当地の北には池ノ 谷古墳と 安濃津

が、南には宝塚 1 号墳と 的潟津がそれぞれ所在

する 。穂積氏が明ら かにし たよ う に、こ れら の 写真 2 正法寺古墳から の眺望 



 

潟港から 三河へ向かう 海上の交通路が存在し たこ と が想定さ れている (穂積 2023)。 そし て、 その交

通路が行き 着く 三河の地には、 4 世紀後葉から 5 世紀初頭の築造と 考えら れている 正法寺古墳が所在

する 。 正法寺古墳は、 古墳時代における 矢作川の河口部に立地する ため、 海上交通と の関連性が従来

から 指摘さ れている 古墳である 。 後円部上から は、 神島や伊勢湾西岸域を見渡すこ と が可能である 。

加えて、 当古墳は、 造営の時期や造出に準じ る 機能が想定さ れる 島状遺構の存在から 、 宝塚 1 号墳と

の類似性がある こ と も 知ら れている 。  

こ れら の主要な首長 墳と 潟港の位置関係に着目すれば、 古墳時代において伊勢平野を代表する 2 つ

の潟港を通し た東国への交通路が想定さ れる 。 それは、 奈良盆地南部から 榛原を経て南伊賀の比土小

盆地に至り 、 北伊賀へと 向かう 加太越と 分岐、 さ ら に青山峠を通って伊勢平野に入り 、 的潟津や安濃

津から 三河へ向かう と いう ルート である 。言い換えれば、「 奈良盆地南部→南伊賀→青山峠→的潟津→

三河」 と いう 最短距離で東国へと 向かう ルート である 。  

こ のルート の成立においては、 ヤマト 政権によ る 南伊勢の勢力の再構成が前提と なる と 考えら れ

る 。 すなわち、 こ のルート の成立を宝塚 1 号墳が出現する 4 世紀末から 5 世紀初頭に求める こ と がで

き る 。 こ れを踏ま えれば、 4 世紀後半における 青山越の本格整備がこ のルート の成立に向けて行われ

たと 考える こ と も 荒唐無稽と は言い切れない。  

 

図 6 「 奈良盆地南部→南伊賀→青山峠→的潟津→三河」 と いう 交通路 

 

こ のよ う に、 三河へ向かう 青山越ルート が存在する 可能性が明ら かと なった。 ただし 、 加太越ルー

ト と 青山越ルート の重要性については、 両者の比較をも と に判断する 必要がある 。 そこ で、 奈良盆地

から 伸びる 両者が比土小盆地内での分岐を経た後の経路を対象に、 比較を行う 上で「 古墳」 を 1 つの

指標と し て、 考察を行う 。  

加太越ルート の経路上には、 石山古墳( 墳丘全長 120m 、 以降メ ート ル表記のみ)や、 御墓山古墳

(190m )、能褒野王塚古墳(90m)、昼飯大塚古墳(150ｍ)が所在する 。さ ら に、加太越のルート の経由地

と し て考えら れる 場合がある 尾張にも 目を向ける と 、 青塚古墳(123ｍ)や白鳥塚古墳(109ｍ)が所在す



 

る 。 それに対し て、 青山越えのルート 上に所在する のは、 池ノ 谷古墳(90m )や宝塚 1 号墳(111ｍ)、 正

法寺古墳(90m )である 。 古墳の規模のみで勢力規模を判断する こ と は憚ら れる が、 青山越のルート に

比べ、 加太越のルート 上に有力な古墳が所在する こ と は確かである 。 さ ら に、 前述し た通り 、 加太越

ルート が鰭付円筒埴輪や前方後円墳の設計企画など の流通経路と し て想定さ れている こ と も 留意す

べき である 。  

以上のよ う に、 加太越ルート の周辺に比較的、 規模の大き な古墳が所在する こ と と 、 当該ルート が

複数の文化の流通経路と し て想定さ れている こ と を踏まえれば、 現時点では、 加太越ルート が青山越

のルート よ り も 重要視さ れていたと 評価する こ と が出来る 。 ただし 、 青山越ルート の中で重要な位置

を占める 池ノ 谷古墳や宝塚 1 号墳、 正法寺古墳は、 いずれも 主体部の発掘が行われていないため、 そ

れら の出土品によ って交通路の重要度を再考する 必要が生じ る 可能性は大いにある と 言える 。  

 本研究を通し て、 青山越ルート の重要性を従来よ り も 高く 評価する 必要がある こ と が明ら かと なっ

た。 こ れは、 青山峠を介し た交通路が、 伊賀と 伊勢湾西岸域をつなぐ と いう 役割だけでなく 、 潟港を

介し た海上交通を利用する こ と で中央政権と 東国と をつなぐ 重要な交通路であっ た可能性がある こ

と に裏付けら れる 。こ の交通路の成立は、宝塚 1 号墳に表出さ れた南伊勢の再構成を前提と する ため、

4 世紀末から 5 世紀初頭に成立し たと 見る のが妥当である 。  

 さ ら に、近世における 青山越(初瀬街道)が美旗台地上において加太越のルート と 分岐する のに対し 、

古墳時代において畿内と 東国を つなぐ 青山越と 加太越のルート が比土小盆地を結節点と し た蓋然性

が高い。 こ れは、 美旗古墳群を築いたと 考えら れている 比土小盆地の勢力が従来の想定よ り も 直接的

に青山越のルート を掌握し ていたこ と を示すと 考えら れる 。 そし て、 1 日で越える こ と が出来なかっ

たと さ れる 青山峠を通過する 上で、 比土小盆地が近世社会における 宿場町のよ う な性格を持つ中継地

点であったこ と が想定さ れる 。  

以上の検討によ り 、 比土小盆地の勢力に代表さ れる 南伊賀の勢力は、 重要な青山越のルート を掌握

し ていたこ と が明ら かと なった。 そし て、 美旗古墳群に表出さ れた安定的な勢力の維持が行われた要

因と し て青山越のルート が果たし た役割は大き かったと 言える 。  

し かし ながら 、 経路上に位置する 古墳の規模と 、 畿内の古墳文化の伝播ルート を鑑みれば、 加太越

ルート が青山越ルート に比べて重要視さ れていたこ と が窺える 。 青山越のルート 上に位置する 主要古

墳の埋葬施設が未発掘であり 、 判断する ための資料が十分と は言い難いも のの、 青山越ルート が加太

越ルート を補完する 意図のも と で開設さ れたと 評価し 得る 。  

 さ ら に、 広い範囲での交通路の動態を踏ま えれば、 大和政権の東国への交通路に対する 姿勢の変遷

を捉える こ と が可能と なる かも し れない。 初期大和政権にと って「 濃尾平野を中心と する 東海勢力へ

の牽制が重要な政策課題」 (福永 1996， p.299)であった古墳時代の前期前葉においては、 雪野山古墳

の所在する 湖東平野から 北へ向かい、 今須峠を経て濃尾平野に出る ルート と 、 鈴鹿峠を越えて伊勢湾

西岸に出る ルート が存在し たと の指摘がある (福永 1996)。 その後、 前期中葉には、 初期大和政権と

東海勢力と の関係が初期大和政権優位で固定化し 、 東国への交通路の重要性が薄れる 中で、 安土瓢箪

山古墳に代表さ れる 湖東の勢力が、 琵琶湖を介し 、 日本海や朝鮮半島へと 続く 交通路を掌握する 役割

を担う よ う になったと さ れている (福永 1996)。  

以上のよ う な政治的局面の変動を遂げた湖東地域に対し て、前期前葉に傑出し た首長 墳を持たない

伊賀地域の勢力は、 前期中葉を機に大型の首長 墳を築く よ う になる 。 こ れは、 既に述べた加太越ルー

ト の伸長 に伴う 変化であり 、 伊賀を経由する 東国への交通路が、 湖東平野を介する 交通路に対し て後

出である こ と を示す。 湖東地域の変化が大和政権中枢における 、 大和盆地北部や河内平野に巨大古墳



 

群を築いた新興勢力の台頭に起因する こ と (福永 1996)を鑑みれば、 伊賀地域を通る 交通路の伸長 に

も 新興勢力が深く 関係し たこ と が推察さ れる 。 そし て、 伊賀地域を経由する 交通路と し て、 加太越ル

ート と 、 それを補完する 青山越ルート と いう 2 つの交通路が設定さ れたこ と から 、 新興勢力が伊賀地

域を介し た交通路を重要視し 、 伊賀地域の首長 と 深い関係性を持った蓋然性は高いと 言える 。  

ま た、 比土小盆地に隣接し 、 加太越と 青山越が分岐する 直前にあたる 美旗台地は、 一定以上の面積

を持って存在し ながら 、 水源がないために耕作が不可能な土地であった。 そのため、 古墳の築造によ

って耕作地を減ら すこ と なく 、 交通路に隣接する 形で古墳を造営する こ と が出来た。 すなわち、 交通

路の掌握と 権威の誇示、 耕作地の保護が同時に達成でき る 点で、 美旗古墳群が美旗台地上に築かれた

こ と は、 必然的であったと 言える 。  

南伊賀の勢力の実情について述べてき たが、 最後に、 伊賀地域や伊勢地域の中で南伊賀の首長 が特

筆すべき 勢力を持ったこ と を確認する こ と が出来る 編年表(表 1・ 2・ 3・ 4)を掲載する 。  

 

3世紀

後葉

4世紀

前葉

4世紀

中葉

4世紀

後葉

5世紀

前葉

5世紀

中葉

5世紀

後葉

6世紀

前葉

6世紀

中葉

6世紀

後葉

前期

中期

後期

員弁 四日市
鈴鹿川下流域

左岸

鈴鹿川下流域

右岸
鈴鹿川上流域 奄芸(河芸) 安濃 阿漕浦沿岸部

井田川城山

殿村1号
鎌切1号

西高山2号経塚

元井池
君ヶ 口

白鳥塚1号

能褒野王塚
寺田山1号

志氐神社

広B群1号

八幡塚

愛宕山1号

西ノ 野5号

西ノ 野1号

山下

大垣内

木ノ 下

西高山1号

明合

赤塚

大名塚

池ノ 谷

おこ し

鎌切3号

高塚山

岡1号墳

茶臼山1号

 

 前方後円墳  円墳

 (全長 不明)  (全長 不明)

 方墳

造出付方墳 双方中方墳

帆立貝式古墳前方後方墳前方後円墳

 墳形不明

 造出を伴う

 帆立貝式古墳
 円墳

0m 50m 100m  150m 200m

 

表 1 伊勢地域の編年表① 



 

 

飯高 玉城

(櫛田川左岸域) (櫛田川右岸域)

3世紀

後葉

4世紀

前葉

4世紀

中葉

4世紀

後葉

5世紀

前葉

5世紀

中葉

5世紀

後葉

6世紀

前葉

6世紀

中葉

6世紀

後葉

前期

中期

後期

嬉野 伊勢 志摩

泊

鳶ヶ 巣1号

嬉野の前方後方墳群

錆山

向山

筒野1号

西山1号

八重田10号

神前山1号

大塚1号

高塚1号

西野3号

庵ノ 門

郡家

原田山A-1号

宝塚1号

宝塚2号

深長

高地蔵1号

佐久米大塚山

高倉山

おじ ょ か

権現山1号

権現山2号

 

 前方後円墳  円墳

 (全長 不明)  (全長 不明)

 方墳

造出付方墳 双方中方墳

帆立貝式古墳前方後方墳前方後円墳

 墳形不明

 造出を伴う

 帆立貝式古墳
 円墳

0m 50m 100m  150m 200m

 

表 2 伊勢地域の編年表② 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

佐那具 大山田 赤目

(柘植川中流域) (服部川上流域) (宇陀川下流域)

3世紀

後葉

4世紀

前葉

4世紀

中葉

4世紀

後葉

5世紀

前葉

5世紀

中葉

5世紀

後葉

6世紀

前葉

6世紀

中葉

6世紀

後葉

前期

中期

後期

阿保小盆地上野盆地 比自岐小盆地 美旗台地

荒木車塚

鹿高神社1号

琴平山

赤井

貴人

近代

馬塚

御墓山

外山1号

山神寄建神社

東山

外山3号

鷺棚1号

鷺棚2号

寺垣内

寺音寺

鳴塚

辻堂

伊予之丸

ぬか塚

石山

王塚

殿塚

女良塚

毘沙門塚

西法花寺

春日宮山

桃山

美旗古墳群

 

円墳 方墳 墳形不明 前方後円墳  帆立貝式古墳
0m  50m 100m 150m 200m  

表 3 伊賀地域の編年表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

図 7 三重の小地域区分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

名称 外形 埴輪等 埋葬施設 副葬品 備考

能褒野大塚古墳 前方後円墳 円筒・ 鰭付朝顔形 竪穴式石室か？

白鳥塚1号墳 帆立貝式古墳
円筒・ 朝顔形・ 蓋形・ 盾形・

鍔付壺

明合古墳 双方中方墳 円筒・ 蓋形・ 家形・ 盾形

池ノ 谷古墳 前方後円墳 葺石なし

宝塚1号墳 前方後円墳

円筒・ 楕円筒埴輪・ 朝顔形・

蓋形・ 家形・ 舟形・ 囲形・ 柱

状(柱形)・ 盾形・ 靭形・ 甲冑

型(短甲・ 草摺)・ 鳥形・ 冠

形・ 高坏形・ 二重口縁壺(壺形

埴輪A)・ 鍔付き の壺形埴輪(壺

形埴輪B)など

粘土槨か？

宝塚2号墳 帆立貝式古墳
円筒・ 朝顔形・ 蓋形・ 家形・

盾形
粘土槨か？

御墓山古墳 前方後円墳 円筒・ 蓋形

石山古墳 前方後円墳

円筒・ 鰭付円筒・ 蓋形・ 靭

形・ 盾形・ 甲冑型・ 家形・ 水

鳥形・ 鞆形・ 土師器壺・ 土師

器高坏など

粘土槨(3基)

内行花文鏡・ 仿製神獣鏡・ 小

型鏡・ 勾玉・ 管玉・ 琴柱形石

製品・ 碧玉製鍬形石・ 石釧・

車輪石・ 滑石製模造品・ 鉄

剣・ 鉄刀・ 銅鏃・ 鉄鏃・ 鉄製

農工具・ 玉杖形石製品・ 甲冑

など

殿塚古墳 前方後円墳 円筒・ 短甲形

わき 塚1号墳 方墳 円筒・ 朝顔形・ 家形

銅鏡・ 櫛・ 滑石製双孔円板・

滑石製臼玉・ 短甲・ 頸鎧・ 肩

鎧・ 衝角付冑・ 鉄斧・ 鉄鎌・

鉄鋸・ 鉄鉇・ 鉄刀子・ 鉄剣・

鉄鏃など

殿塚古墳の陪塚

わき 塚2号墳 円墳 円筒・ 朝顔形・ 家形 粘土槨(2基) 鉄刀・ 鉄鏃 殿塚古墳の陪塚

女良塚古墳 帆立貝式古墳 円筒・ 家形

毘沙門塚古墳 前方後円墳 竪穴式石室

馬塚古墳 前方後円墳 円筒・ 家形・ 馬形・ 蓋形

貴人塚古墳 前方後円墳
円筒・ 形象(動物)・ 須恵器

坏・ 高坏・ 器台  

表 4 主要古墳の詳細 

 

本研究においては、 青山越を介し た交通路の存在を提唱し たが、 その交通路を介し た具体的な文物

の流通については未確認である 。 そのため、 交通路の存在を裏付ける 具体的な流通を示すこ と が今後

の課題と なる 。  

 ま た、 美旗古墳群をはじ めと する 南伊賀の古墳は、 未発掘のも のが多く 、 資料の点数によ る 制約も

少なく ない。 美旗古墳群の構成墳は、 既に盗掘さ れた可能性の高いも のが多く 、 副葬品の調査には限

界がある と 思われる が、 周辺の遺跡を含めた今後の発掘の成果に期待し たい。  

 

 

1)  美旗盆地は名張盆地の支盆地で名張市北東部のやや広い範囲を指すため、 こ こ では当該古墳群の

位置する 比較的狭小な微高地のみを呼称する ために「 美旗台地」 と いう 名称を使用する 。  

2)  本図は、 国土地理院が提供する「 基盤地図情報」 の 5m メ ッ シュ の地形データ をも と に、『 カシミ

ール 3D』 を使用し て作成し た。  



 

3)  地形情報が 5m 刻みである ため、 女良塚古墳の墳丘(高さ 9m )など、 地形データ のごく 一部が正

確に反映さ れていないが、 地形的特徴を十分に捉えている と 言える 。  

4)   氏の提唱し た現在の国道 25 号線に相当する ルート と は、現在の天理市北部から 奈良盆地を出て

北東に進み、 山添村を経つつ、 伊賀盆地北部、 さ ら には加太峠に至る ルート である 。  
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